
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 物学的に不活性で、水を吸収せず、再吸収されず、滅菌することができる単一または
複合材料で作られていて、その長さが完全なチューブの直径の５倍以上であり、全円周の
２／３しかない不完全なチューブ（４）の形をしていて、チューブの 部に、完全なチュ
ーブの直径の二倍以上の長さを持つオリフィス（５）が形成されていて、

の幅は上記チューブの円周の１／４以上であり、
　一方、このオリフィス（５）の

頂部の から、血流の反対方向に２０－４５度の角度
で、次第にテーパ状になっている （６、１０）が突き出ていて、

脚部の幅はチューブの円周の１／４以上であり、また、 脚部（７又は
）の方向に次第に広 オリフィス（５）の縁部（８）となり、

オリフィス（５）の全長の１／３以上にならず、
　上記の舌状構造物（６、１０）の全体 、縦軸の方向に 外側に向けて湾曲してい
て、またオリフィス（５）の縁部（８）を形成していて、
　 すべての縁部がまるく、全内表面が非常に滑らかに磨きあげられ
て ことを特徴とする 側面に 端部 接続 血管融着の内部シー
ルド用装置。
【請求項２】
　前記舌状構造物（６）が前記オリフィス（５）の から 延びて ことを特徴と
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する請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記舌状構造物（１０）が前記オリフィス（５）の後端から 延び ことを特徴
とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記舌状構造物（６）が前記オリフィス（５）の から延び、 前記舌状構造物
（１０）が前記オリフィス（５）の後端から同時に延びていることを特徴とする請求項１
に記載の装置。
【請求項５】
　装置と対象血管ないしは代用血管との間を固定する縫糸取り付けのための対の小孔（９
）が 前記オリフィス（５）の長 の中間 両 該オリフィスの前端

オリフィスの縁部（８）から少なくとも２ｍｍ離れて
を特徴とする請求項１、２、３、４のいずれかに記載の装置。

【請求項６】
　舌状構造物（６、１０）と該構造物が挿入される対象血管ないしは代用血管との間を固
定するための対の小孔（１２）が、該舌状構造物（６、１０）の先端近傍に設けられてい
ることを特徴とする請求項１、２、３、４のいずれかに記載の装置。
【請求項７】
　内面に物理的にまたは化学的に結合された薬理学的に活性の活性剤が設けられているこ
とを特徴とする請求項１、２、３、４のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　外面に物理的にまたは化学的に結合された薬理学的に活性の活性剤が設けられているこ
とを特徴とする請求項１、２、３、４のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　血管合流のための生物学的若しくは人工的代用血管において、生産において請求項１か
ら８のいずれかによる装置が一体的に設けられていることを特徴とする代用血管。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明の融着部の内部シールドは、血管系での融着の際に非常に頻繁に発生し、特に直径
の細い血管の再生の場合に頻繁に発生し、結果として上記の再生した部分を閉塞させる内
膜中膜肥厚の原因となる問題を解決する。
【０００２】
【従来の技術、及び、発明が解決しようとする課題】
血管系での融着は、基本的には血管自身か、血管および生物学的動脈または人工的な代用
動脈の人工的な接続であり、通常は特別な縫合材を使用して縫合することによって行われ
る。上記融着は、直径のいかんにかかわらず、血管系のどの部分でも行うことができる。
ほとんどの場合、側面に端部を接続するのが望ましいか、好ましい。
【０００３】
一般的には、（例えば、冠状動脈の再生のような）直径最大６ミリまでの直径が細い血管
部位での融着の場合には、ある程度の時間が経ってから、通常数カ月経過後にある種の問
題が比較的頻繁に発生するが、これは行った縫合の技術の上手下手とは無関係である。上
記問題とは、通常内膜中膜肥厚と呼ばれる現象である。この内膜中膜肥厚とは、接続の際
に、通常縫合箇所の頂部に発生し、次第に発達して、問題の血管の肥厚した内膜および中
膜の構造体からなる隆起を形成する。この肥厚は、血液の流れの方向に形成されたその上
で接続が行われた箇所の血管を意味する。図１に上記場所を最もハッキリと示す。この図
は、血管１と代用動脈２との間の端部と側面の間の融着の略図であり、通常の部位にでき
た内膜中膜肥厚が３であり、矢印は血液の流れを示す。この肥厚は通常成長し（３ａ、３
ｂ）、理解していただけると思うが再生部分の断面を狭め、血液の流れを減少させ、最後
には血管を完全に閉塞する。
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【０００４】
この症状の進行について一般に認められている理論を以下に述べる。形成された融着は、
レイノルズ数で表される、通常いわゆる血流の安定と呼ばれる血流の種々の特性を、その
環境に従って妨害する。融着は、また正常の層流を撹乱して乱流を起こす。直接的な問題
としては、、乱流の程度が大きいほど、解放されるエネルギーの量も大きい。血管壁を横
切る振動により、血管周囲にエネルギーの移動を起こさせる力が、同時に慢性的なストレ
スを生じ、周囲の組織を破壊し、また同時に生化学的媒介物のレスポンスを生じ、最終的
には内膜中膜肥厚が徐々に発達する。
【０００５】
現時点においては、入手できる文献を見ても、この望ましくない生物学的プロセスをある
程度の確実に予防することができる治療法は記載されていない。最も普通に行われる予防
法は、融着部分の幅をできるだけ広くすることである。もちろん、融着部分の幅をできる
だけ広くするといっても、客観的には接続したチューブ、血管、血管および代用血管の直
径により制限される。本発明の方法により硬化させることによって、形成した融着を内部
から補強すれば、内膜中膜肥厚の主要な原因を除去することができる。すなわち、永久的
な振動ストレスおよびそれに続く組織の反応のために、柔らかい動脈壁を横切って流れる
乱流により解放されたエネルギーの動脈の周囲を通しての移動を起こさせないようにする
ことができる。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の装置は、患部の内側の大部分を覆うことができるような長さの、対象血管または
硬質で、若干の弾力性を持ち、滅菌することができ、生物学的に不活性で、水を吸収しな
い材質で作られている代用血管に共通な直径を持つチューブを縦に半分に切った形をして
いる。チューブの凸部（血流の方向の計数したカウンタ）の全長の三番目および四番目の
１／５の部分のところに、その最も短い長さが対象血管の直径の二倍に対応し、その最も
狭い幅が上記血管の周囲の１／４に対応するオリフィスが設けられている。（血流の方向
を向いている）このオリフィスの頂部から、血流に反対方向に２０－４５度の角度で、そ
の最も短い長さが対象血管の直径の二倍で、オリフィスの縁部に向かって次第に広くなっ
ているが、そのような広がりが血流の反対方向を向いていて、舌状構造物の基部からのオ
リフィスの長さの１／３を超えないような形の舌状構造物が延びている。オリフィスの縁
部は、その頂部において少し外側に広がるように形成されていて、一方舌状構造物も、ま
た全体として外側に少し広がっている。その全長の中央部分の縁部の両側に、また舌状構
造物の基部の前方およびオリフィスの後端部の後ろに、対象血管または代用血管上に縫合
糸を固定するための小さな孔が常に形成されているが、それら孔部は、上記の固定用縫合
糸が開いた血管の縁部から十分離れたところで使用でき、その結果、融着を本発明の装置
のオリフィスから離れたところで行うことができるように形成されている。
【０００７】
希な例だが、内膜中膜肥厚が、（血流の反対方向の）融着の後部に発生する場合がある。
このような場合に備えて、同じ原理に基づいて  装置が開発されているが、この場合は、
舌状構造物は、同じ角度で流入血管または代用血管内に挿入され、装置のオリフィスの後
端部から出ていて、オリフィスの縁部の方向に向かって徐々に変化しているが、その長さ
はオリフィスの全長の１／３を超えていない。
【０００８】
両方の方法を組み合わせることによって、一方の舌状構造物が、装置のオリフィスの頂部
から延びていて、その長さが、対象血管または代用血管の直径の二倍以上あり、他方の舌
状構造物がオリフィスの後端部から出ている二枚の舌状構造物を持つ装置を作ることもで
きる。この場合、両方の舌は同じ長さで、２０－４５度の同じ角度を持つ。
【０００９】
どの場合においても、使用する材質は、再吸収を行わない、滅菌可能な、生物学的に不活
性な、水を吸収しない、それ自身硬質または若干弾力生を持つもの（ステンレス鋼、炭素
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鋼、炭素合成体、ガラス、合成材）か、または通常コーティングによる異なる物物理的ま
たは化学的組み合わせ（黒鉛でコーティングされたステンレス鋼、チタンでコーティング
された合成基盤等）でなければならない。
【００１０】
本発明の装置は、適当な安定な構造になっていると同時に、その壁部はできるだけ薄く、
すべての縁部は丸くなっている。
【００１１】
【発明の実施の形態】
１．壁の薄い炭素鋼から、直径が６ミリで、円周の２／３しか持たない不完全なチューブ
４を製作する。この不完全なチューブは、装置本体４からなり、全長の先端から２／５の
部分および最後の１／５の部分が完全な場合、その長さは３０ミリ以上である。三番目お
よび四番目１／５の部分の凸部に、円周のところで測った最も狭い幅が５ミリの楕円形の
オリフィス５が形成されている。このオリフィス５の

から、基部のところの最も狭い幅が５ミリであり、なだらかに弓のように外側に向かっ
て湾曲し、先端に向かって次第にテーパ になっていて、２０－４５度の角度で、中央の
軸の最も短い長さが１２ミリである舌状構造物６が突き出ている。この舌状構造物６は、
その基部のところで少し広がっていて、脚部７に向かって次第に狭くなり、オリフィス５
の縁部８になっている。オリフィス５の縁部８の外側には、２ミリ以上離れ ところに、
対象血管または代用血管の壁部上に固定縫合糸を設置するための一組の小さな孔部が位置
している。内表面全体は非常に滑らかに磨きあげられていて、縁部は丸くなっている。
【００１２】
２．１で説明した装置のすべての特徴を持つ装置であって、しかしオリフィス５の縁部８
は、外側に少し広がる（８ａ）ように形成され、同じ方法で舌状構造物６の基部の外面が
調整されている。
【００１３】
３．壁部の薄いステンレス鋼から製造された、長さ３０ミリ以上の本体４を持つ装置であ
る。この装置の場合、オリフィス５の後端部から、血流の反対方向に３０度の角度で舌状
構造物１０が突き出ている。全内表面は黒鉛の薄い層で覆われている。
【００１４】
４．この装置はテフロンで作られている。本体４は３０ミリ以上の長さで、オリフィス５
の縁部８の頂部から血流の反対方向に、３０度の角度で、１２ミリ以上の長さの舌状構造
物６が突き出ていて、同じオリフィス５の後端部から、同じような舌状構造物１０が、上
記装置の舌状構造物６と同じように、同じ角度と同じ長さで突き出ている。シールドの全
内表面は、チタンの薄い層で覆われていて、非常に滑らかに磨きあげられている。
【図面の簡単な説明】
【図１】通常の部位にできた内膜中膜肥厚の略図である。
【図２】通常の部位にできたある融着の内部シールドである。
【図３】通常の特性を持つ装置の全体図である。
【図４】オリフィスの縁部および舌状構造物の基部の詳細図である。
【図５】装置の各部材のサイズおよび舌状構造物の突き出ている角度を示す。
【図６】舌状構造物がオリフィスの後端部から突き出ている本発明の装置である。
【図７】舌状構造物がオリフィスの頂部および後端部から突き出ている本発明の装置であ
る。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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